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1．はじめに 

都市高速道路においては，騒音低減性や視認性向上の効果のある排水性舗装が表層に広く適用され始めて 15 年以上

が経過している．排水性舗装の健全性の評価には，表層のみならず基層用混合物の健全性を適切に評価することが重

要であり，その評価手法としては，修正ロットマン試験法などが挙げられる．しかし，当該試験は圧裂試験を基本と

した試験法であり，供試体の厚さの適用範囲は 50mm のものまでしか確認されていない 1)．一方，橋面舗装などでは採

取する既設基層用混合物の厚さが 30mm 未満となることも多い．  

そこで，本研究では供試体厚さの違いが圧裂試験結果に及ぼす影響について検討した． 

２．試験概要 

試験に使用する混合物は密粒度アスファルト混合物

（13）（以下，密粒（13））と粗粒度アスファルト混合

物（20）（以下，粗粒（20））とした．また，バインダ

ーの種類は，密粒においてはストレートアスファルト

60/80（以下，St.As.）とポリマー改質アスファルトⅡ型

（以下，改質Ⅱ型）の 2 種類とし，粗粒においては

St.As.の 1 種類とした．試験に用いたアスファルト混合

物の配合を表－1に示す．供試体は，厚さ 100mm のホイ

ールトラッキング供試体からφ100mm のコアを採取した

後に，所定の厚さとなるように両面をカットした．圧裂

試験は通常の圧裂試験（標準圧裂試験）に加え，密粒に

おいては現場における供用時の経年変化を考慮し，修正

ロットマン試験法 1)を参考とした水浸圧裂試験を実施し，

圧裂強度および圧裂係数 2)を算出した．試験フローを図

－1に，試験水準を表－2に示す． 

３．試験結果 

３－１．圧裂試験結果

各供試体の標準圧裂強度を図－2 に，標準圧裂試験に

よって算出された圧裂係数を図－3 に示す．密粒（13）

および粗粒（20）ともに，圧裂強度はいずれの厚さの供

試体においても同等の圧裂強度が得られているのが確認

できたが，圧裂係数は供試体厚さが薄くなるほど試験結

果のばらつきが大きくなる傾向があった．また，密粒

（13）の供試体で実施した水浸圧裂強度試験においても

同様の傾向が確認できた． 

図－1 試験フロー 
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表－2 試験水準 

供試体の種類 試験数 試験方法

密粒（13） 標準，水浸

粗粒（20） 標準のみ
各9個

50，40，30，20，10

供試体の厚さ(mm)

60，50，40，35，30，20，10

表－1 アスファルト混合物の配合 

使用骨材

6号砕石 36.0

7号砕石 21.5

細　　砂 23.0

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 15.5

石　　粉 4.0

ｱｽﾌｧﾙﾄ量 5.4

使用ｱｽﾌｧﾙﾄ 改質Ⅱ型，St.As.

密粒（13） 使用骨材

5号砕石 20.0

6号砕石 30.0

7号砕石 19.0

細　　砂 6.0

砕　　砂 20.0

石　　粉 5.0

ｱｽﾌｧﾙﾄ量 4.7

使用ｱｽﾌｧﾙﾄ

粗粒（20）

St.As.
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図－2 標準圧裂強度 図－3 圧裂係数（標準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 に St.As.密粒（13）の標準圧裂試験による荷重－変位曲線

の一例を示す．供試体厚さが薄くなると変位に対する供試体の応

力挙動が不安定となることがわかる．さらに，厚さ 10mm の供試

体の圧裂試験状況を写真－1 に示す．供試体が座屈破壊しており，

圧裂試験の実施が不可能であることが確認できた． 

３－２．圧裂試験の変動係数

各厚さにおける供試体の圧裂強度および圧裂係数の変動係数を

図－5 および図－6 に示す．いずれの供試体においても，厚さが

10mm になると圧裂強度，圧裂係数ともに変動係数が大きく，ま

た厚さが 20mm の St.As. 密粒の水浸圧裂強度の変動係数も大きい．

よって，現道で採取した厚さ 20mm 程度のコアが劣化している場

合は，圧裂強度に影響が出る可能性が考えられる．また，圧裂係

数は全体的に圧裂強度よりもばらつきが大きく，特に厚さ 10mm

の変動係数が極端に大きい傾向があった． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

試験結果より，今回試験に使用した密粒度アスファルト混合物（13）および粗粒度アスファルト混合物（13）にお

いては，精度よく圧裂強度を求めるためには供試体の厚さは 30mm 程度以上必要であることがわかった．また，圧裂

係数など，混合物の剛性などを評価するために強度だけでなく変位やひずみも計測する必要がある場合は，試験結果

のばらつきを考慮してコアの採取数を多くする必要があることがわかった． 

今後も継続して，試験用供試体の厚さおよび混合物の種類と圧裂試験結果との関係性を確認していく予定である． 
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図－4 荷重-変位曲線の一例(40mmと 10mm) 

写真－1 圧裂試験状況（厚さ10mm） 

図－5  圧裂強度の変動係数 図－6  圧裂係数の変動係数 
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